
「やる気」に灯りを付ける『自信』
校 長 森 将 人

２学期が今日で無事終了しました。２学期の登校日は８４日間でしたが，過ぎてみ

ればあっという間の２学期でした。さまざまな教育活動を通して南っ子たちは一回り

も二回りも大きく成長しました。多くの教育活動にご協力いただきました保護者・地

域の皆様に改めてお礼申し上げます 「ありがとうございました 」。 。

さて 「胸を張って堂々と生きていくために必要なものは何か？」と問われたら，そ，

の一つはきっと『自信』でしょう。特に子どもたちにとっての『自信』は，何ものに

も代え難いエネルギーとなり 根底でやる気につながる財産であると思っています 自， 。『

信』というのは，自分の心の中に作るもの，自分で感じるものです。人に認めてもら

うものではありません。ましてや，他と比較するものでもありませんから 『自信』を，

。 ， ， 。なくすことなど無いのです しかし 人間は弱い存在で 不安がいつも襲ってきます

ついつい他人と比べて自信をなくしたりするのです。だからこそ，ほんの少しでも人

から認めてほしいのです。そうすると安心できるのです。子どもなら余計にそう思っ

ているでしょう。そんな子どもたちの願いに応え，心の隅にある「やる気」に灯りを

付ける役目が，親や教師の仕事になります。特に，親がいつも肯定的に我が子を見よ

うとすると，きっと我が子の目がきらきら輝くようになるはずです。

「 」 。 。 ，親ですから 我が子が一番！ は当たり前 誰もがそう思っています だからこそ

我が子が多くの人に認められる（言葉だけでなく）ためには，多くの人の目にさらさ

れることが必要だと思います。注意もされます。叱られもします。そんな中で人の心

に残り，気にかけてもらえる人間になっていきます。もまれることで，たくましくな

っていきます。この世の中で，多くの人の中で生きていく，これほど大切なものはな

いと思っています。

明日から２５日間の冬休みです。この冬休みの間，子どもたちにとっての先生は，

お家の方々です。お子さんに自信をもたせ，いろいろなことにチャレンジする「やる

気」を高めてあげてください。そして，充実した２５日間を過ごすことができるよう

期待しています。

来年も，永南小の子どもたちが明るい夢をもち，その実現に一歩でも前進できるよ

うに全力を尽くすことを決意しているところです。

皆様にとりましても，佳き年でありますようお祈りいたします。

永山南小学校
学校だより 平成３０年１２月２１日



１月１６日（水） ３学期始業式（給食なし） 街頭指導（ＰＴＡ）

１７日（木） 一斉下校訓練 街頭指導

１８日（金） スキー学習（高学年） 冬休み作品展（２２日まで）

２２日（火） 放課後学習（３・４年生）

２３日（水） スキー学習（高学年）

２４日（木） 委員会⑫

２５日（金） スキー学習 （中学年）

２９日（火） 第３９回開校記念日

２月１日（金） スキー学習 （中学年）

４日（月） 街頭指導

６日（水） 全校集会⑧

８日（金） 委員会⑬

１１日（月） 建国記念の日

１２日（火） 放課後学習（５・６年生）

１４日（木） スキー学習（２年生）

１５日（金） 参観日（６年）口座振替日

１８日（月） 放課後学習（２年生）

１９日（火） 児童会選挙

２２日（金） 委員会⑭

２５日（月） 放課後学習（２年生）

２６日（火） 全校集会⑨ 放課後学習（３・４年生）

２７日（水） 参観日（１・２年生）

２８日（木） 参観日（３・４・５年生）

昨今，新聞やニュース等の報道でもあるように官民一体で働き方改革を進めていると

ころです。本校においてもこれまでの働き方を見直し，教職員が業務の質を高めるとと

もに，日々の生活や教職人生を豊かにすることで，自らの専門性や人間性を高め，子ど

もたちに対して効果的な教育活動を行い，教育の質を改善していくことを目指していま

す。

すでに今年度より学校閉庁日（８／１３～１５）の設定などを行っていますが，勤務

時間を意識した働き方として，時間外勤務縮減週間の設定や一斉定時退勤日の設定など

を進めています。このほかにも，業務に専念できる環境の整備や学校運営体制の充実な

どを柱として，学校行事の日程見直しや通知表発行の前・後期制等についても，検討を

進めています。教職員が時間にゆとりをもち，子どもたちとじっくり教育活動にあたる

ことで，より良い教育につながっていきます。保護者の皆様のご理解，ご協力をいただ

きますようお願い申し上げます。



， 「 」１２日～１４日まで 代表委員会企画の 自己紹介しっぽとり
を行いました。１・６年生，２・４年生，３・５年生の組み合わ
せで，低学年が鬼になり，高学年を捕まえ，捕まったらお互いに
自己紹介をして，しっぽを交換します。
低学年は，楽しそうにお兄さん，お姉さんを捕まえに，高学

年は，低学年のスピードに合わせて逃げたり，捕まったら目線
を合わせたりして自己紹介するなど，笑顔と優しさにあふれて
いました。
学校生活をより良くしようと活躍する高学年の姿は，下級生

たちの憧れであり，何よりの手本となっています。

１１月と１２月，各委員会の活動が活発に行われて

。 ，います 環境・文化委員会は全校集会で○×クイズで

楽 しみ なが ら永山 南小 学校の 歴史に ついて 学びまし

た。また，生活委員会は，朝の挨拶運動に取り組んで

います。保護者アンケート等でも挨拶についてはやや

低い傾向にありました。学校での挨拶指導を重視して

いくとともに，ご家庭の中でも挨拶を継続していただ

けるようお願いいたします。

体力作りの一環として，毎週木曜日を「なわとびの日」

として設定し，全校あげて取組を進めており，その成果を

発揮する機会として，縄跳び大会が行われました。検定種目「前跳び」では，この１年の

。 ， 「 」取組の成果を発揮することができました チャンピオン決定種目は 低学年 前片足跳び

「後ろ両足跳び ，中学年「前あや跳び 「前二重跳び ，高学年「後あや跳び 「前二重」 」 」 」

跳び」です。どの学年の児童も，これまでの練習の成果を発揮して頑張りました。以下，

各学年のメダリストの皆さんです （太字の子は新記録達成です ）。 。

《１年生 ［前片足跳び］ １位：田中 詢椰 ２位：漢 斗真 ３位：成田 結愛》

［後ろ両足跳び］１位：福田 莉子 ２位：太田 結心 ３位：入場 優莉

《２年生 ［前片足跳び］ １位：上田 琉菜 ２位：井上 汰河 ３位：村上 友翔》

［後ろ両足跳び］１位： ２位：蓬田 莞太 ３位：山本 愛菜井上 汰河

《３年生 ［前あや跳び］ １位：赤澤裕貴子 ２位：岡 優月 ２位：髙橋紫衣瑠》

３位：永沼 璃奈

［前二重跳び］ １位：渡部 美宙 ２位：藤岡 咲帆 ３位：小田いいな

《４年生 ［前あや跳び］ １位：栢木 美優 ２位：本木 心彩 ３位：南 奈々実》

［前二重跳び］ １位：髙柳 雄大 ２位：工藤 勇 ３位：脇田 優花

《５年生 ［後ろあや跳び] １位： ２位：伊藤 沙羅 ３位：島 鼓汰郎》 田中 晴

［前二重跳び］ １位：近藤 徹平 ２位：三島 心太 ３位：菅井 空大

《６年生 ［後ろあや跳び］１位：木村 妃菜 ２位：植田 隼平 ３位：西山 颯》

［前二重跳び］ １位：近江 晶紀 ２位：谷口 蒼空 ３位：加津 翔梧



学校では，教育活動の充実・改善に向けて，中間と期末に「学校評価」を行っています。そのための貴重

な資料として，保護者の皆様から「保護者アンケート」のご協力をいただいております。このアンケートの

他に 「児童アンケート 「教職員学校評価」を合わせて，学校としての分析，改善案をまとめています。， 」，

アンケート結果の集計は以下のようになっていますので，お知らせいたします。なお 「学校評価」は，さ，

らに，学校評議委員の皆様の評価をいただき，次年度の学校運営に生かしてまいります。保護者の皆様，ご

協力ありがとうございました。

保護者アンケート（記述欄から一部抜粋）

・帰宅が早くなる日や親が参加できる行事がある場合は，早めに教えていただけるとありがたいです。

・交通ルールを身に付けられるよう，各ご家庭，学校，地域での呼び掛けが必要だと思います。

・様々な工夫した活動を体験させていただいて，とても楽しく学校生活を送っています。

今後の取組に関わって

・学校では 「主体的・対話的で深い学び」を意識した授業改善を図り，相手の話をしっかり聞くことや，

自分の考え伝えることを充実させていく必要がある。

・ 生活リズム」や「食の大切さ 「交通安全」など，学校と家庭の連携を深め指導していく必要がある。「 」，

・ 挨拶・返事」は，日常の授業や日々の指導，委員会活動との関連を図り，普段の生活の中で挨拶や返事「

を習慣として身に付ける必要がある。
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り」については，三者で高い傾向にあります。自

己有用感については，児童に比べ保護者，教職員

は低い傾向にあります 忘れ物 学習態度 挨。「 」「 」「

拶・返事」については三者の評価に開きがありま

す。これらのアンケート結果を基に，３学期や次

年度の指導に生かしていきます。

1.0

2.0

3.0

4.0
運動・あそび

体力づくり

交通安全
早寝・早起き・

朝ごはん

食の大切さ

健 康・安

全


